
 
 

 

 

五
月
は
、
夏
を
思
わ
せ
る
暑
さ
と
記
録
的
な
少
雨
と
な

り
、
農
作
物
の
管
理
に
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

六
月
に
入
り
、
田
植
え
も
終
わ
り
ほ
っ
と
一
息
。
新
緑

の
色
増
す
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
は
、
梅
雨
や
暑
い
夏
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
熱
中
症
や
食
中
毒
に
は
十
分
注
意
し
た
い
も
の
で

す
。 

 

五
月
誕
生
会
を
開
催
し
ま
し
た 

 

五
月
に
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
誕
生
会
を
、

五
月
二
十
六
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
月
の
誕
生
者
は
、
九
名
と
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。 食

堂
で
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
、
「
ハ
ッ
ピ
ー
・
バ
ー
ス

デ
ィ
」
の
歌
を
歌
い
、
赤
飯
と
お
刺
身
、
ミ
ニ
ケ
ー
キ
を

食
べ
て
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
、
ご
健
康
で
お
元
気
に
お
過
ご
し

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

田
植
え
を
行
い
ま
し
た 

 

美
味
し
い
米
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
木
島
平
村
。
そ

の
米
ど
こ
ろ
に
あ
る
望
岳
荘
で
は
、
五
月
二
十
五
日
に
中

庭
の
特
設
田
ん
ぼ
で
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る

中
、
大
勢
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

「
昔
取
っ
た
杵
柄
」、
昔
を
思
い
出
し
な
が
ら
楽
し
く

上
手
に
田
植
え
が
で
き
ま
し
た
。 

 

「
昔
は
毎
日
、
朝
早
く
か
ら
日
が
暮
れ
る
ま
で
田
植
え

を
し
た
も
の
だ
」
と
か
「
自
分
の
田
植
え
が
終
わ
っ
た
後
、

中
野
市
の
方
に
一
週
間
く
ら
い
田
植
え
に
行
っ
た
も
の

だ
」
と
言
い
な
が
ら
、
も
っ
と
や
り
た
そ
う
で
し
た
。 

秋
に
は
稲
刈
り
を
行
い
、
収
穫
し
た
お
米
は
皆
さ
ん
で

味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

今
年
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
豊
作
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。 

 
 

ハ
ー
モ
ニ
カ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
荘
！ 

 

六
月
一
日
に
、
木
島
平
村
の
サ
ロ
ン
的
グ
ル
ー
プ
和
敬

会
の
皆
さ
ん
が
ハ
ー
モ
ニ
カ
吹
奏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

「
背
く
ら
べ
」
や
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」「
ふ
る
さ
と
」
な

ど
の
童
謡
・
唱
歌
や
県
歌
「
信
濃
の
国
」
を
披
露
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

利
用
者
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
手
拍
子
を
と

っ
た
り
し
て
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
、「
楽
し
か
っ
た
」

「
良
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 
 

家
族
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た 

六
月
六
日
の
家
族
会
総
会
に
は
、
大
勢
の
ご
家
族
の
皆

さ
ん
に
ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

総
会
で
は
、
役
員
の
補
充
選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
任
期
は
残
任

期
間
の
来
年
の
総
会
ま
で
で
す
。 

平成２７年 

６月８日 

記念写真とお祝いの

メッセージが書かれ

たカード、花束を贈

られた５月生まれの

皆さん。 

豊作を願って！ 

上手に田植えが 

できました。 

 

おかげさまで、楽しい

一時を過ごすことが

できました。 

作業では、草取りや窓

拭きなどを行っていた

だき、大変きれいにな

りました。 

ありがとうございまし

た。 



菖
蒲
湯
＆
菖
蒲
は
た
き
が
来
荘 

六
月
四
日
か
ら
の
お
風
呂
は
、
年
中
行
事
の
菖
蒲
湯
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

菖
蒲
は
、
昔
か
ら
邪
鬼
を
追
い
払
う
薬
草
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
て
、
六
世
紀
の
中
国
の
書
物
「
荊
楚
歳
時
記
」
に

は
、
古
く
か
ら
中
国
の
人
々
が
長
寿
や
健
康
を
願
っ
て
菖

蒲
を
用
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

菖
蒲
に
は
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
効
果
が
あ
り
、
心
身
と
も

に
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
六
月
四
日
に
は
望
岳
荘
の
地
元
稲
荷
地
区
の
子

供
た
ち
が
、「
菖
蒲
は
た
き
」
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。 

「
菖
蒲
は
た
き
」
は
、
菖
蒲
と
ヨ
モ
ギ
、
ギ
シ
ギ
シ
と

い
う
植
物
を
藁
で
包
み
、
そ
れ
を
縄
で
巻
き
上
げ
た
も
の

で
、「
菖
蒲
は
た
き
で
祝
い
ま
し
ょ
！
」
と
大
き
な
掛
け

声
を
か
け
な
が
ら
地
面
を
た
た
く
、
全
国
的
に
も
大
変
珍

し
い
伝
統
行
事
で
す
。 

無
病
息
災
と
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
農

作
物
に
害
を
及
ぼ
す
モ
グ
ラ
を
追
い
払
い
、
豊
作
を
祈
る

も
の
だ
そ
う
で
す
。 

若
い
訪
問
者
に
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
も
元
気
を
い
っ
ぱ

い
も
ら
い
ま
し
た
。  

 

外 

出 

  

職 

員 

人 

事 

 

六
月
一
日
付
で
、
職
員
の
新
規
採
用
が
あ
り
ま
し
た
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

管
理
栄
養
士 

小
林
佑
季 

行
事
の
お
知
ら
せ 

【
六
月
中
旬
～
七
月
】 

六
月 

十
五
日 

理
髪
奉
仕
（
美
容
） 

（
午
前
） 

十
七
日 

動
物
ふ
れ
あ
い
訪
問 

（
午
後
） 

十
九
日 

書
道
・
俳
句 

 
 

 

（
午
後
） 

二
十
二
日 

喫
茶 

 
 

 
 

 
 

（
午
後
） 

二
十
四
日 

村
民
生
委
員
草
取
り 

（
午
後
） 

二
十
六
日 

誕
生
会
・
バ
イ
キ
ン
グ
食
（
昼
） 

〃 
 

防
火
避
難
訓
練 

 
 

（
夕
方
） 

二
十
九
日 

音
楽 

 
 

 
 

 
 

（
午
後
） 

三
十
日 

選
択
食 

 
 

 
 

 

（
昼
） 

七
月 

一
日 

選
択
食 

 
 

 
 

 

（
昼
） 

三
日 

手
工
芸 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

七
日 

七
夕 

 
 

 
 

 
 

（
午
後
） 

八
日 

リ
ハ
ビ
リ
指
導 

 
 

（
午
後
） 

十
三
日 

理
髪
奉
仕
（
美
容
） 

（
午
前
） 

〃 
 

喫
茶 

 
 

 
 

 
 

（
午
後
） 

十
七
日 

書
道
・
俳
句 

 
 

 

（
午
後
） 

 
 

二
十
二
日 

村
老
人
ク
ラ
ブ
草
取
り
（
午
前
） 

二
十
三
日 

誕
生
会 

 
 

 
 

 

（
昼
） 

二
十
四
日 

ハ
ー
モ
ニ
カ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
午
後
） 

二
十
八
日 

選
択
食 

 
 

 
 

 

（
昼
） 

二
十
九
日 
リ
ハ
ビ
リ
指
導 

 
 

（
午
後
） 

三
十
日 
音
楽 

 
 

 
 

 
 

（
午
後
） 

三
十
一
日 

望
岳
荘
夏
祭
り 

 
 

（
夕
方
） 

 

 
 

お 

知 

ら 
せ 

 
 

☆ 

望
岳
荘
夏
祭
り
に
つ
い
て 

今
年
度
の
望
岳
荘
夏
祭
り
を
七
月
三
十
一
日
（
金
）
に

予
定
し
て
い
ま
す
。 

烏
踊
り
や
木
島
平
ド
ド
ン
カ
な
ど
の
盆
踊
り
や
花
火

を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。 

大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

☆ 

利
用
料
の
引
き
落
と
し
に
つ
い
て 

利
用
料
の
引
き
落
と
し
を
六
月
二
十
二
日
（
月
）
に
予

定
し
て
い
ま
す
。 

残
高
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ご
入
金
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

☆ 

耳
寄
り
情
報 

望
岳
荘
の
近
く
に
あ
る
稲 と

う

泉
寺

せ
ん
じ

に
は
大
賀

お

お

が

ハ
ス
（
二

千
年
前
の
古
代
ハ
ス
、
ピ
ン
ク
の
花
が
清
楚
で
と
て
も
き

れ
い
。）
が
あ
り
、
七
月
中
旬
に
は
見
頃
を
迎
え
ま
す
。 

面
会
つ
い
で
に
、
足
を
延
ば
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。 

 
 

稲荷地区子ども会の 

皆さんによる伝統行事の

「菖蒲はたき」。 

6 月の外出は、中野市

一本木公園のバラま

つりを中心に出かけ、

楽しんでいただいて

います。 


